
1 研究の動機 

少し前に焼肉を食べに行ったとき、いつも通りデザートにアイスを注文した。ところが、そ
の日はいつもと違う金属の皿でアイスが出てきた。これまでは陶器の皿だったが、金属の
皿の方が明らかに冷たく感じられ、アイスもなんとなく溶けにくいように思えた。 

僕は、金属の方が、アイスは溶けやすいと思っていたので、この体験をして、陶器や金
属など素材によって熱の伝わり方・溶けやすさに違いがあるのかを、身近な氷を使って実
際に調べてみたいと思った。 

2 予想、仮説

3 実験方法 

＜準備するもの＞ 

・氷（同一のサイズ 15ｇ）・ストップウォッチ

・氷をのせる素材（木、鉄、陶器、ステンレス、ガラス、布、紙、発泡スチロール、アルミ）

※素材の大きさはバラバラ、室内温度 27℃一定に保った環境

＜実験方法＞

上に書いてある木や鉄などの上に氷を乗せてストップウォッチで溶ける時間を計測し、比べる。
溶けたものから順に記録していく。

4 結果 

・アルミと鉄は氷を置いたとたんに溶け始めたが、ステンレスは置いても早く溶けなかった。
・木と発泡スチロールは氷を置いてもなかなか溶け始めなかった。

 

5 考察 

アルミや鉄などの金属の方が、氷が早く溶けたのは、熱を伝えやすい性質があるからだと考えら
れる。なぜなら氷を入れたアルミや鉄などは早く冷たくなっているから、熱を伝えやすいのではない
かと考えた。でも、ステンレスは溶けにくかった。なぜか調べてみると、ステンレスは金属の中で
も熱を伝える力が低く、金属の中では比較的氷が溶けないということが分かった。 
発泡スチロールや木、紙が溶けづらいのは予想が当たったが、布は予想と反して溶けづらかっ 

た。調べてみると、タオルなどの布は熱が伝わりにくい性質だから、溶けにくくなっていることが分か
った。発泡スチロールと木は、溶けづらかったから、やはり断熱効果があるということが分かった。ア
ルミ・鉄は、溶かしやすく、発泡スチロールや木などは溶けにくいと分かった。さらに追加で実験を
して色々な環境下での氷の溶け方の違いを調べてみようと考えた。

1-1 追加実験「塩、砂糖をかけて溶ける時間を比べる」方法

＜準備するもの＞ 
・同じサイズのステンレストレー（３つ） ・砂糖(５ｇ)  ・塩(５ｇ)  ・ストップウォッチ
・氷（同じサイズ 15ｇ）
＜実験の方法＞
1．３つのステンレストレーに同じサイズの氷を一つずつ置いていく。
2．一つの氷に塩をかける。他のもう一つの氷には砂糖をかけて、残った氷は何もかけない。
3．ストップウォッチで時間を測って、溶ける時間を紙に書いて比べる。

1-2 予想

1 番早く溶けると考えた氷は、塩をかけた氷だ。僕のマンションでも、雪が降り始めた時、雪を溶
かすために塩(塩化ナトリウム)を撒いているから、氷も雪と同じとように溶けるのではないかなと考
えた。 
２番目に早く溶けると考えた氷は、砂糖をかけた氷だ。前、ジュースと水を冷凍庫に入れて凍

らせようとしたとき、水だけの物は凍ったが、ジュースは凍るのにすごく時間がかった。調べてみると、
塩や砂糖などの調味料は、水が凍る温度を下げる効果があるので凍らなかったと分かった。だか
ら、砂糖をかければ氷の周りの水が冷たくなっても凍らないから、氷が溶けやすくなると思う。でも冬
に砂糖は撒かないから効果はそんなにないと考えて、２番目にした。何もかけないものは、ステンレ
スに置いた時と同じ時間で溶け切ると思う。

1-3 結果

＜実験写真＞ 

氷を早く溶かそう！～条件による溶け方の違い～
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＜早く溶ける素材＞ 

早く溶けると思った素材は、金属（鉄、アルミ、ステンレス）と布だ。金属が早く溶ける

と考えた理由は、フライパンなどは火をつけると早く温まるので、熱が伝わりやすいのだと考

えた。布が早く溶けると考えた理由は、布にアイロンをかけるとその後しばらく布が温かいか

ら布は熱を保つ効果があると考えた。だから氷は早く溶けるのではないかと思う。  

＜遅く溶けるもの＞ 

遅く溶けると予想するものは、発泡スチロールと木と紙だ。 発泡スチロールはクール便

に使われたり、木は家を建てる材料に使われたりするので、どちらも断熱効果があるので

はないかと考えた。紙は薄いため、溶けた水を吸いこんでしまい、溶けづらくなるのではない

かと考えた。 
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・塩や砂糖がかかっているところから氷が溶けた。 
・塩をかけたものは特に容器が冷たくなっていた。 
・最初に氷のみだけ少し小さい容器で溶かしたら、砂糖より早く溶けたが、2回目の実験では同じ
容器を 3 つ用意して条件を同じにしてそれぞれの氷を溶かしたら、砂糖より氷のみが遅く溶けた。 
 

1-4 考察 

塩と砂糖はどちらも凍る温度を低くする効果があるはずだけど、８分もの溶ける時間の違いが
出た。なぜ効果が同じなのに時間が違うのか調べてみると、砂糖より塩の方がつぶが小さく、氷の
構造に入りやすいから塩の方が早く溶けると分かった。 
塩と砂糖が直接氷にかかっているところから溶けていったことから、塩と砂糖には氷を早く溶かす

ことができるということが分かった。 
結果でも述べたように容器の大きさの違いで、溶ける時間が変わってしまうのではないかと考え

られる。 

2-1 追加実験「風をあてて溶かす」方法 

＜準備するもの＞ 
・氷（同じサイズ 15ｇ）、陶器 2皿、扇風機、ストップウォッチ 
＜実験の方法＞ 
風をあてる氷を陶器に乗せて、扇風機の前で、風をあてる。 
もう一つは陶器に乗せるだけで、溶ける時間を比べる。 

2-2 予想 

氷のみが先に溶けると考えた。扇風機は、涼しい空気を運ぶものだから、室温よりも涼しい空
気が周りに送られて、周りが涼しくなってしまうから、溶けにくくなってしまうので、氷のみの方が早く
溶けると考えた。 

2-3 結果 

 

 

 

 

 

 

2-4 考察 

予想と反して、風をあてたほうがはるかに早く溶けた。氷は０度で凍るから、０度よりも温かい
風の温度があてられたので、溶けやすくなってしまったのではないかと考えられる。 

3-1 追加実験 「形による溶ける時間の違い」方法 

＜準備するもの＞                      
・氷(同じ重さ 55ｇの薄い板状、立方体、球体)・ステンレストレー3 つ(同じ大きさ) 
・ストップウォッチ 
＜実験の方法＞ 
同じ大きさのステンレストレー3 つに、球体、薄い板状、立方体の氷を置いていく。ストップウォッチ
で溶ける時間を比べる。 

3-2 予想 

薄い板状の氷が早く溶けると考えた。薄い板はこの中で一番空気などにあたる面積が大きいか
らたくさんの空気にあたって、他のよりも早く溶けると考えた。一番遅いのは球体だと思う。球体は
立方体や薄い板状のものと違って、表面積が一番小さく、空気にあたる面積も小さいから、あまり
溶けないと思う。 

3-3 結果 
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・薄い板状の氷は周りから溶けた。 
・立方体と球体は下から溶けた。 
 

3-4 考察 
丸い氷は予想通り一番溶けるのが遅かった。たまに飲み物の中に丸い氷が入っていることがあ

るけど、この実験の結果と同じように溶けづらいからではないかと考えられる。 
アイスキャンデーは食べているとすぐに溶けてしまうけど、もしかしたら、薄い板状だから、この結果

のように早く溶けてしまうのではと考えた。同じ重さの氷でも、形状の違いでこんなにも溶ける時間
が違うことがこの実験から分かった。 

 

4-1 おまけ実験 「電子レンジで氷を溶かす」 
結局氷を溶かすのは、自然に溶かすのより電子レンジでやればあっという間に溶けるのではない

かと思い、おまけの実験で電子レンジで溶かしてみた。10秒で、水は熱いお湯になるので、氷も
10秒で溶けるのではないかと思ったが、10秒ではまったく溶けず、追加で 20 秒、30秒と電子
レンジで温めたが、結果は、合計２分で小さな氷になって、周りの溶けた水がお湯になっていたの
で、それで温められて溶けた。想像していた時間よりも溶けるまでに時間がかかったのに驚いた。      
なぜ氷が溶けないか調べてみると、電子レンジに使われるマイクロ波は水は温めやすいけど、固

まっている氷は加熱されにくく溶けにくいから、電子レンジに入れてもすぐには溶けないと分かった。 
 

6 まとめ 
この実験から、物には熱を伝える力があって、それで氷が溶ける時間が変化したり、塩をかけた

り風をあてると溶けやすくなることや、氷の形によっても溶ける時間が変わることが分かった。この実
験で分かったことから、ごはんやお肉を冷凍する時は、平べったくすれば溶かしやすくなったり、食べ
物を自然解凍する時は、容器を工夫したり、アイスを溶けづらくしたりするのに役立つと思った。 
 最初に書いた焼肉屋さんのアイスの皿は冷やされていたから冷たく感じたんだと考えた。家でステ
ンレスのトレーを冷やして実験してみたけれど、溶ける時間は変わらなかった。だけど、最初は溶け
づらかったので、あくまでも最初だけの効果で、空気に触れて、その効果はすぐになくなってしまうと
分かった。 
 実験していて、容器の大きさや形状が違う時がたまにあったけど、大きさが違うと、熱が伝わる時
間が違って、実験の結果が変わってしまうので、この実験をするときは容器の大きさをすべて同じ
大きさにした方がいいと思った。 
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